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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ●　緒　　　　言
　高知の如く參季比較的温暖で，午後20°Ｃ近く迄昇る日炉数日も枇く様な所では，落葉果樹は可’
成の貯蔵養分を消耗するだろうと思われる．事実Leclerc du Sablon が栗の樹幹中の炭水化物量
を測つ7こ所，10月から４月迄その量炉減じ，展芽期に最少量に達すると報じている．筆者はこの炭
水化物の參季の漸減炉主として地上部，地下部の呼吸によ･る消耗と考え, 1954年の參に桃,.柿及び
梨の休眠枝を用いて, 20°C迄の各温度に於ける呼吸量を測つ仁．
　この,報告に当り，種,々御援助下され仁高知大学農学部門田寅太郎教投に厚く感謝ずる
　　　　　　　　　　　　　　　　’ｌ●　実験材料及び方法
　実験１　各温度に長期間曝し7こ場合の休眠枝截枝の呼吸量について
　材料には，桃.（大久保），柿（平核無）及び梨（八雲）の今･年生枝の先端部を用い包．即ち，桃
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・は結果枝の先端部の約１6～1７ｃｍのものを約２6～2７本.(生重４8・ヽ・4９ｇ)，柿は結果母枝の先端部
の約１6～1７ｃｍのものを約１6～1７本（生重１06～107ｊ）友び，瀕は穂木の先端部の約１6～1７ｃｍ
のものを約１4～1５本Ｃ生重１06～107 g）セ，夫々１月３1．臼に截取つて束にし，撒水してビニール
布片で覆いＯ°Ｃ，５°Ｃ，１0oＣ，１5oＣ，２0oＣの恒温蒋中に保ち，２月２日より呼出Ｃ０２量を測足し
仁．測定に際しては，材料を所定時刻に取出し，内径６ｃｍの標木玩（呼吸瓶と呼称す.）に入れ,
粁出Ｃ０２をバリク水中に吸引して後，ＨＣＩにて滴定秤量し7こ．測定時間は２０分間，吸引速炭は毎
分２どで，吸引に戻頁空ポンプを用いfこ．その装盈は第１図の如くである．但し，空の呼吸瓶を吸
引し滴定秤量し7二際のＣ０２量は微量であつ穴ニが，それをさし引いて呼出Ｃ０２量とし仁.
　実諭2　日変化的人工変温による休眠枝の呼吸量の増滅にIついて,　　　　､・
　冬季において，早朝から正午，夕刻とＯ゜Ｃかじ20°Ｃに漸次上昇し，次いで逆に下降して行くの
を擬して，人工的に変沼しすこものである．前実諭と同様に採集し七材料を，１月３１日夕刻にＯOＣ
の恒温誘中に入れ，２月１日の朝'７時に取出し，前実映と阿じ呼吸瓶中に入れて密封し，０゜Ｃの
但温器中に入れ，１時翻後に次の５°Ｃの恒温器中に移し，亦ｉ時間後に],0oＣの但混器中に移し,
以下同様にして，15°Ｃ，２0oＣに入れて行つ仁．午後は，逆に20°Ｃ，１5oＣ，１0°Ｃ，５oＣ，０oＣの恒
　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■I　　　　　ｌ　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．実験．結．果
　結果１．　各温度に長期間曝し7二場合の休眠植截枝の呼出Ｃ０２量は第２図の如くである.・
　fpj, 18日目に於ては，桃，柿，梨いづれも15°Ｃ ， 20°Ｃ区においで（柿では100C区において
も）鱗片が動くのが見られ7こ．又桃，梨の20°Ｃ区では（梨では15°Ｃ区でも）截口に癒傷組織の
形成炉見られ7こ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　第２図に見る如く，0°Ｃにおける単位時間，単位重量当りの呼出,Ｃ０２量の絶対量は，桃が最も
多く，梨及び柿の約２倍量以上に及び，柿は梨よりやヽゝ多い．又温度が高くなるにつれ三者いづれ
も呼出ＣＯ･量が多くなり・20°Cでは，桃が最4．多く:，柿ヵ儀も少り．　時間経過及び温度上昇によ
る増加率は梨，柿，桃の順に高かつ7こが，呼出Ｃ０２量の絶対量では，やはり，桃が最も多く，次
いで梨，柿の順である．　　　　　　　　　　　．∴
　結果2.0°Ｃから20°Ｃまで５ｏＣ宛に時間的に人工変滋し7こ場合の桃，柿及び梨の休眠杖截枝
の呼出Ｃ０２量を各温度毎に測定しすこ結果を示すと第１表の如くである．
　即ち，実験１と同傾向の結果であつ7二が，各温虚聞ゐ呼出しＣ０１量の差異炉第１図の２日目程に
著しくない．而して，温度の変化にくらべ七呼出Ｃ０２量の増減力ご時間的にずれている．
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O°，5°，10°，15°，20°Ｃの桃，柿，梨の休眠枝截枝の呼吸量
第１表　　１時間毎5°Ｃ宛変温時の桃，柿及び梨の休眠枝截枝の呼吸量
12日
∧ 処理温度
　　　　　桃
生重1000タ当20分間の
呼出Ｃ０２量　　ぬｙ
　　　　　柿‘　　　：
生重1000y当20分間の
呼出Ｃ０２量　　rrvg-
　　　　　梨
生重1(X)Oy当20分間の
呼出CO2 1:　　wg-
午前７～８時
　．８～９時
　　9～10時
　　10～11時
　　11～12時
　　12～1時
午後１～２時
　　２～３時
　　３～４時
　　４～５時･
　　５～６時
　O°C
　5．C
10°C
15°C
20°C
20°C
20°C
15°C
10°C
　5°C
　O°C
・ 138.1 (100)*
- 143.0 C103.5)
　182.4 C132.5)
　234.2 (169.7)
　332.8 (223.2)
　65.0 ClOO)*
　78.1.(120.0) '
104.1 C160.0)
　156.1 (240.0)
　239.4 C368.3)
　242.8 (373.5)
　201.2 (309.3)‘’
　161'.3 C248.0)
　121.4 (186.7)
　100.6 (154.7)
　60.0（100）゛
　70.6 C117.6)
　123.5 (205.9)
　189.4 C315.7)
　257.G C429.4)　，
‘258.8 (431.4).
　223.5 C372.5)・
　181.2 C302.0)
　122.4 (203.9)
　89.4 (149.0)
　　　　註゛O　:,朝のｏ°Ｃの時の呼出CO2ltを100とした比数である．　　　　　　　　　　・・
　結果３．樹上の休眠枝の呼出Ｃ０２量を測つ7二結濃を示すと第２表の如くである．これ等の結果
を２°Ｃ区, 5°C区，5･～10°Ｃ区，10～15°Ｃ区，15～20°Ｃ区に大別し，夫々に相当する測定値を平
均して，5°Ｃ区を100-とし竹比数で示すと第３表.の如くである．稿，測定時間中（午前.8時より
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　第２表　　桃幼樹の主枝（休眠枝）の呼吸量
--~
＼注入空気の温
＼．度による区別 　　　高　　　温　　　区
（普通室温の-CO2空気を送る）
１　　　低　　　温　　　区
　（冷蔵庫（－5～－10°Ｃ）の低温
一ＣＯ２空気を送る）
　測　定　月　日
ゴみ
‰
夜の最低最高
管内
温度測定当時の最低
゜CU則定当時の最高
　測定時間　分
呼出C02瓜ｎｙ
当生重B.82?,l時間
2月2S日
6～13
　　9.3
　lG.O
　　520
　0.636
　　26日
10～
　　14.7
　　12.7
　　19.8
　　500
　0.764
　　27日
14～
　　17.1
　　17.2
　　19.0
　　S10
　0.8aﾆ）
　　28日
12～
　　16.9
　15.5
　20.0
　　480
　0.868
３月1.日
8～
　　12.8
　12.2
　14.6
　　S10
0.480
　３月２日
13.8~
　　　6.3
　　8.0
　10.0
3月３日
6～
　　8.2
　4.8
　8.8
　･520
0.174
　　・４日
7.2～
　　　5.C
　　7.5
　　8.4
　' 510
　0.236
　　５日
2.5こ
　　4.4
　　4.0
　　6.0
　　480
　0.158
　　６白
3.0～
　　　5.8
　　4.7
　　7.8
　　520
　0.222
　　７日
2.1～
　　3.a
　　1.2
　　2.5
　　2a）
　0.138
第３表　桃休眠枝のＣ０２呼出量と温度との関係
温度区゛ ・　2°C 5°C. 5～10°.C 10～15°C
－－W　÷a●　k←
　　1S～20°C
測　定　回　数　　　　回
平均呼出Ｃ０２瓜　　OT-y
当生霊6.82 9-,　1時間
　　1
0.138
(87.4)**
　　1
　0.15B
（1CX⊃.0) .
　　2
　0.210‘
(132.9)
　　2
　0.558
(353.2)
　　3
　0.810
(512.7)
註　゛温度は第２表の測定時の最高，最低温度を大別した.
　゛゛（　）は5°Ｃを100とした比数である．
午後４～５時迄)の温度較差の著しいものは７ °ＣＦ も及ぶが,･．それは快晴の7二めである．早朝は
冷えるが，９時を過ぎれば日照と共に著しく気温上昇して3～4°Ｃ高くなる．午後２時頃最高とり
４時過ぎに若干下降する．即ち，温度較差は著しいが，測定時間中は，むしろ，高い温度におかれ
る時間の方炉永い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　第２，３表にみる様に，婁間の温度が高い日は低い日よりも呼出Ｃ０２最が多く，15～20° Ｃにな
'ると，5°Ｃ力時の5.13倍となり，実験１，２の測定値より，逢かに高い増加率を示している．これ
は高温日が，測定前の日数を入れて，10日近くも聡いており，'且つ，実験１，２に較べて季節的に
相違している｀に画であらう．　　　　　　　　　　　　　　　∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ．　考　　　ブ察　　犬●
　夜間及び朝夕の冷える場合には，第１表にみる如く，抜間温度が20°Ｃになっても単に第２図の一
15°C前後の値を示して居るに過ぎず，ま7こ，夕刻‘O°Ｃになっでも，第２図のOo～5°Ｃの間の値を・
示していることから考え，枝梢の内部組織の温度の検減は，気温の昇降に対してずれていることが
わかる．故に，翠に１日のみ気温が高くなる時しかも夜間朝夕に冷える時は，誓間の気温が高い割
合に呼出Ｃ０２量が著しく増加しない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　●．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　●　　　　●他方，夜間も比較的暖く，朝夕が10°Ｃ以上で，婁間が20°Ｃ前後になj)，而も．連日に及ぶ時一
は，第２図丿及び第２，３表にみる如く，呼出Ｃ０２量が著しく多くなる．この長期温暖が２月後
面起る時は，桃，柿，梨いづれも鱗片が動き出し，内部の細胞分裂も.盛んとなり，呼出Ｃ０２量が著
しく増す．肯，当実験後＝-ヶ月以上の長期に亘って截枝をiO°Ｃに保つ7二所，桃，柿，梨いづれも
鱗片が動き，桃，梨の截口に癒傷組織が形成された．この場合も，当然呼出ＣＯ２量は増加してい
'るものと考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　'●
　以上の事柄カベ次のごどが結論出来る．即ち，桃，柿，及び梨ヤ比較ずると，參季の気温が10°Ｃ゛
以上である時呼出Ｃ０２量が多い桃，及び100C以上になると呼出Ｃ０２量が著しく多‘くなり，且つ
　　　　　　　　　　　冬季の温度が落葉果樹に及ぼす影響　　　（吉村）　　　　　　　　５
時間要囚によって更に.一浩焼加する梨，両者は參季温暖の7こめにその貯蔵炭水化物の消耗が柿に鰐
べて著しいと考えられる．換言すれば，休.眠枝の呼出C02量より考え，參季温暖に比較的耐えら
れるものは柿である．然しなヵ沁，柿でも參季間の呼吸消耗量は參季冷冷（気温５ｏＣ以下）な地方
に較べて著しいと云える．尚，柿には參季に150～20°Ｃに長期曝すとき，20日程で容易に展芽伸
長すると,いう別な性質がある．これに関しては他日報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ．摘　　　　要
　　１．桃，柿及び梨の休眠植截植につき, 0°C, 5°C, 10°C, 15°Ｃ，20cCの18日間の呼吸量を測
つ玖ところ，0°Ｃでは桃炉最も多く，柿，梨の２倍強で，柿は梨より多い.20°Ｃでは，桃炉O°Ｃ
の2.94倍，柿3.90倍，梨4.68'Kで，18日.目には桃炉ＯＣＣの4.26倍，柿5.49倍，梨6.60倍に
及んだ．　　　　　　　　　　・
　　２．同様の材料をO°Ｃ，5°C, 10°Ｃ，150C，2CCC，逆に20°C, 15°C, 10°C, 5°Ｃ，0°Ｃと１時間
毎に5°Ｃ宛変温した際の呼吸量の変化を測つ赳
峙間的にすれて，最大時は最少時の，桃で2.23倍，柿3.73倍，梨4.31倍である．
　３．鉢植ｉ年生桃の主枝の呼吸量を測り気温と比較し7こ．婁間15～,20°Ｃになる日の呼吸量は．
書間炉5～10°Ｃである日の約４倍量である．
　４．朝夕がO°Ｃ近くに冷える時ぱ書間に気温が上昇しても気温程に呼吸量は増加しないが，夜間
　も暖く.，書間の気温が著しく高い日が数日続く時は，休眠植の呼吸量は極めて穎著に塘加する．
　　５．參季温暖（100C以上）の埓に呼吸消耗が最も多いものは桃で，次いで梨で，最も少いもの
は柿である．
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